
 

参加者全員で記念撮影 

小林会長 日䑓村長 萩原議長 

藤原顧問（前会長）のご発声で乾杯 

ふ
る
さ
と
応
援
団
木
島
平
会
会
報 

■
第
18
回
定
期
総
会
を
開
催 

６
月
１
日
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
私

学
会
館
に
お
い
て
、
第
18
回
ふ
る
さ
と

応
援
団
木
島
平
会
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。 当

日
は
、
会
員
31
名
、
調
布
・
木
島
平

交
流
ク
ラ
ブ
正
副
会
長
２
名
、
木
島
平
村

の
日
䑓
村
長
、
萩
原
議
長
は
じ
め
、
20
名

の
村
の
皆
様
を
お
迎
え
し
て
、
定
期
総
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

総
会
で
は
、
①
平
成
30
年
度
事
業
報

告
及
び
決
算
に
つ
い
て
、
②
令
和
元
年
度

事
業
計
画
及
び
予
算
に
つ
い
て
議
事
が

行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
（
詳
細
中
面
） 

終
了
後
、
同
会
場
に
お
い
て
、
親
睦
交

流
会
が
行
わ
れ
、
久
し
ぶ
り
に
あ
っ
た
友

人
や
来
賓
の
皆
様
と
の
昔
話
に
花
を
咲

か
せ
る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
木
島
平
村
の
活
性
化
に
つ
い
て
、
熱
意
の
あ
る

意
見
交
換
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

最
後
に
は
、「
村
歌 

栄
行
け
木
島
平
よ
」、「
県
歌 

信
濃
の
国
」、「
木
島

平
中
学
校
校
歌
」
を
熱
唱
し
、
楽
し
い
ひ
と
時
も
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い

き
ま
し
た
。 

 

    

今
後
は
、
計
画
に
沿
っ
て
事
業
を
進
め
て
参
り
ま
す
が
、「
会
報
部
会
」「
調

布
・
わ
せ
だ
い
ら
部
会
」「
旅
行
部
会
」
の
３
部
会
の
活
動
に
加
え
、
新
規
会

員
募
集
の
推
進
を
更
に
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

ま
た
、
令
和
２
年
１
月
18
日
に
は
『
新
年
親
睦
交
流
会
』
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
今
か
ら
ご
予
定
い
た
だ
き
、
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

                    

令
和
元
年
６
月
14
日
発
行 
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牛
と
ナ
メ
コ
と
４
き
ょ
う
だ
い 

東
京
都
台
東
区 

山
城 

弘
枝
（
平
沢
出
身
） 

 

山
城
家
の
子
供
は
、
一
男
三
女
の
４
き
ょ
う
だ
い
。 

一
番
上
は
私
、
弘
枝
。
東
京
在
住
の
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
。 

二
番
目
は
２
歳
下
の
晴
美
。
埼
玉
在
住
の
美
容
師
。 

三
番
目
は
６
歳
下
の
政
利
。
長
野
在
住
の
公
務
員
。 

四
番
目
は
10
歳
下
の
い
ず
み
。
埼
玉
在
住
の
看
護
師
。 

両
親
は
田
畑
を
耕
し
、
酪
農
を
営
み
、
ナ
メ
コ
を
栽
培
し
て
家
族
を
養

い
、
私
た
ち
４
き
ょ
う
だ
い
は
、
学
校
の
合
間
に
親
の
仕
事
を
一
生
懸
命
手

伝
っ
た
。 

 

春
と
秋
は
田
ん
ぼ
で
田
植
え
と
稲
刈
り
。 

脱
穀
後
の
ワ
ラ
は
牛
の
下
に
敷
く
た
め
に
、
干
し
て
ま
る
げ
て
家
の
屋
根

裏
に
積
み
上
げ
た
。 

夏
は
畑
で
牛
の
飼
料
用
の
モ
ロ
コ
シ
刈
り
。 

大
き
な
カ
ッ
タ
ー
の
機
械
で
細
か
く
裁
断
し
、
足
で
踏
み
な
が
ら
家
の
サ

イ
ロ
に
詰
め
た
。 

秋
は
山
で
ナ
メ
コ
採
り
。 

馬
曲
の
奥
山
の
ブ
ナ
の
木
に
菌
を
打
っ
て
栽
培
し
、
秋
の
長
雨
に
あ
た
っ

て
生
え
て
き
た
ら
ビ
ク
を
し
ょ
っ
て
採
り
に
行
き
、
家
の
土
間
の
ビ
ニ
ー
ル

シ
ー
ト
の
上
に
広
げ
て
近
所
の
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
に
も
手
伝
っ
て
も
ら
い
、

世
間
話
を
し
な
が
ら
ジ
ク
を
切
り
、
清
流
で
洗
い
、
秤
で
測
っ
て
ビ
ニ
ー
ル

袋
に
詰
め
て
出
荷
し
た
。 

 

牛
の
世
話
は
年
中
無
休
。 

両
親
は
毎
朝
毎
晩
、
10
頭
ほ
ど
の
乳
牛
を
機
械
で
搾
乳
し
、
牛
乳
を
缶
に

入
れ
て
出
荷
し
た
。
私
た
ち
４
き
ょ
う
だ
い
は
、
親
牛
に
餌
を
く
れ
て
堆
肥

を
取
り
、
子
牛
に
ミ
ル
ク
を
飲
ま
せ
た
。 

い
ま
放
送
中
の
朝
ド
ラ
で
も
、
ヒ
ロ
イ
ン
の
な
つ
た
ち
が
同
じ
よ
う
に
牛 

  

の
世
話
を
し
て
い
た
が
、
先
日
、
た
ま
た
ま
晴
美
の
家
に
遊
び
に
行
っ
た
日

の
回
で
、
逆
子
の
子
牛
の
脚
に
ロ
ー
プ
を
か
け
て
、
親
牛
の
呼
吸
に
合
わ
せ

て
み
ん
な
で
ロ
ー
プ
を
引
っ
張
っ
て
お
産
を
さ
せ
た
の
を
一
緒
に
見
て
「
お

ら
だ
え
も
、
お
ん
な
じ
ご
と
や
っ
た
よ
な
～
！
！
」
と
、
ふ
た
り
で
大
盛
り

上
が
り
し
た(

笑) 

 

金
食
い
虫
の
弟
が
大
学
を
卒
業
し
た

後
に
、
酪
農
を
や
め
て
牛
が
い
な
く
な

っ
た
の
で
、
私
た
ち
が
子
供
の
こ
ろ
に

は
叶
わ
な
か
っ
た
、
泊
り
が
け
で
の
家

族
旅
行
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
、
数
年
前

か
ら
や
っ
と
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ

た
。 今

年
は
母
の
傘
寿
の
お
祝
い
も
兼
ね

た
家
族
旅
行
に
、
両
親
と
、
孫
や
曾
孫

も
交
え
た
山
城
家
御
一
行
様
で
出
か
け

る
秋
を
心
待
ち
に
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
場
所
で
日
々
の
仕
事
を
頑
張
っ
て

い
る
４
き
ょ
う
だ
い
な
の
で
あ
っ
た
。 

         



 

■令和元年度事業計画 

期日 内容 場所 

R1.11.15(金) 役員会 アルカディア市ヶ谷 

R2. 1.18(土) 新年親睦交流会 アルカディア市ヶ谷 

R2. 3. 6(金) 役員会 アルカディア市ヶ谷 

毎月 広報きじま平及びふるさと応援団会報の送付 

随時 

＊木島平村の PR等、村の活性化に関する活動 

＊部会の開催 

＊新規会員の拡大に関する取組     など 

 

■令和元年度収入支出予算 

（収入） （円） 

項目 R1予算 H30予算 差引 

前年度繰越金 167,750 23,723 144,027 

年会費 300,000 300,000 0 

総会参加費 380,000 371,000 9,000 

新年親睦交流会参加費 275,000 288,000 △13,000 

雑入 2,250 3,277 △1,027 

計 1,125,000 986,000 139,000 

（支出） （円） 

項目 R1予算 H30予算 差引 

通信費・特典 300,000 300,000 0 

総会費 400,000 380,000 20,000 

新年親睦交流会費 300,000 300,000 0 

予備費 125,000 6,000 119,000 

計 1,125,000 986,000 139,000 

 

【参考】平成 30～令和元年度 役員体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 役職 氏名 備考 番号 役職 氏名 備考 

１ 顧 問 藤原 國平  １０ 理 事 岡田 庸利  

２ 顧 問 小賀坂道邦  １１ 理 事 高木  弘  

３ 会 長 小林 建夫  １２ 理 事 小池 脩一  

４ 副会長 持田 寿晴  １３ 理 事 石川 正平  

５ 副会長 高藤 貴視  １４ 理 事 遠藤 寛子  

６ 副会長 山城 弘枝  １５ 理 事 丸山 和久  

７ 副会長 高木 清一  １６ 理 事 宮澤 直  

８ 理 事 岩下 富恵  １７ 監 事 高橋 邦子  

９ 理 事 小松  潔  １８ 監 事 土屋 芳雄  



 

 


